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は
じ
め
に

　

本
稿
は
大
隈
重
信
と
、
旧
肥
前
鹿
島
藩
主
で
明
治
維
新
後
は
初
代
沖
縄
県
令
・
侍
従
・
元
老
院
議
官
・
貴
族
院
議
員
等
を
歴
任
し
た
鍋

島
直
彬
（
一
八
四
三
│
一
九
一
五
）
の
公
的
活
動
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
、
教
育
事
業
に
お
け
る
連
携
と
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
鍋
島
の

政
治
的
意
見
の
提
案
を
事
例
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
隈
と
鍋
島
の
交
流
は
維
新
以
前
か
ら
あ
り
、
明
治
維
新
後
も
二
人
の
交
流
は
継
続
し
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
鍋
島
直
彬
の
死

去
ま
で
続
い
た
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
、
ま
た
福
岡
市
博
物
館
の
「
鹿
島

鍋
島
家
資
料
」
に
は
多
数
の
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
公
私
に
わ
た
る
、
か
つ
長
期
の
両
者
の
交
流
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
現
在
刊
行
中
の
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
み
す
ず
書
房　

全
十
一
巻　

大
隈
重
信
と
鍋
島
直
彬

　

高　

橋　
　
　

央
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現
在
十
巻
ま
で
刊
行
）
で
は
こ
れ
ら
鍋
島
直
彬
の
大
隈
宛
書
翰
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
研
究
利
用
が
格
段
に
便
利
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

現
在
刊
行
中
の
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻
に
は
、
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
が
計
二
百
二
十
四
通
収
録
さ
れ
て
お
り
、
一
人

の
通
数
と
し
て
は
他
の
収
録
人
物
に
対
し
群
を
抜
い
て
い
る
。
時
期
も
年
代
が
判
明
し
た
も
の
の
み
を
み
て
も
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
の
養
女
常
子
の
縁
談
に
関
す

る
も
の
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
の
養
子
直
縄
に
関
す
る
も
の
、
ま
た
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
の
直
縄
の
婚
姻
や
留
学
に
関
す

る
も
の
等
、
鹿
島
鍋
島
家
の
家
政
に
関
す
る
書
翰
が
多
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
明
治
十
年
代
後
半
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
は
東
京
専

門
学
校
や
鍋
島
の
関
与
す
る
鹿
島
の
学
校
に
関
す
る
書
翰
、
ま
た
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
の
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
、
鍋
島
が
大

隈
に
貴
族
院
対
策
を
進
言
す
る
書
翰
等
、
公
的
活
動
に
関
す
る
書
翰
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

　

鍋
島
直
彬
に
関
し
て
は
伝
記
と
し
て
『
鍋
島
直
彬
公
伝
』
が
あ
り
、
ま
た
初
代
沖
縄
県
令
を
歴
任
し
た
事
か
ら
沖
縄
県
令
と
し
て
の
鍋

島
に
関
す
る
研
究
が
あ
る１
。
し
か
し
一
方
で
、
鍋
島
直
彬
は
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
五
月
に
沖
縄
県
令
か
ら
元
老
院
議
官
に
転
じ
、

元
老
院
の
廃
止
ま
で
議
官
を
歴
任
し
て
い
る
。
ま
た
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
の
貴
族
院
議
員
子
爵
選
挙
に
初
当
選
し
て
以
来
当
選

を
重
ね
、
二
十
五
年
間
に
わ
た
り
貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
て
い
る
。
帝
国
議
会
開
設
後
の
鍋
島
は
、
帝
国
議
会
の
会
期
中
は
鹿
島
か
ら
上

京
し
て
東
京
で
議
員
と
し
て
活
動
し
、
議
会
閉
会
時
に
は
故
郷
の
佐
賀
県
鹿
島
へ
帰
郷
し
、
地
元
の
教
育
事
業
や
鉄
道
事
業
等
鹿
島
の
地

域
振
興
に
尽
力
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
。
つ
ま
り
帝
国
議
会
開
設
以
降
の
鍋
島
の
主
た
る
活
動
は
東
京
で
の
貴
族
院

議
員
と
し
て
の
活
動
と
、
鹿
島
で
の
地
域
振
興
事
業
の
展
開
が
メ
イ
ン
と
な
る
の
だ
が
、
管
見
の
限
り
鍋
島
の
こ
の
よ
う
な
活
動
を
詳
細

に
分
析
し
た
研
究
と
い
う
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
大
隈
宛
鍋
島
直
彬
書
簡
を
活
用
す
る
事
に
よ
り
、
鹿
島
に
お
け
る
教
育
事

業
者
と
し
て
の
、
ま
た
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
鍋
島
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
教
育
事
業
や
政
治
活
動
と

い
っ
た
公
的
活
動
に
お
い
て
、
大
隈
と
の
連
携
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
鹿
島
に
お
け
る
教
育
事
業
者
、
そ
し
て
貴
族
院
議
員
で
あ
る
鍋
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島
直
彬
と
、
大
隈
重
信
の
連
携
・
協
力
を
書
翰
を
通
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
期
に
お
け
る
地
方
と
東
京
の
学
校
の
連
携
、
ま

た
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
貴
族
院
と
内
閣
の
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
大
隈
と
鍋
島
の
公
的

活
動
に
お
け
る
連
携
を
、
教
育
事
業
と
政
治
活
動
を
事
例
と
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

東
京
専
門
学
校
と
鹿
島
中
学
校

　

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
十
月
二
十
一
日
（
年
代
の
表
記
は
太
陽
暦
導
入
以
前
は
和
暦
を
、
以
降
は
西
暦
を
先
に
表
記
し
た
）、
東
京
専
門
学

校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
前
年
の
明
治
十
四
年
の
政
変
に
よ
り
政
府
を
下
野
し
た
大
隈
は
、
創
設
者
で
あ
り
な

が
ら
学
校
へ
の
疑
念
を
持
た
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
開
校
式
の
参
加
を
見
送
っ
て
い
た
。
開
校
式
で
は
小
野
梓
が
「
祝
開
校
」
の
演
説
で

高
ら
か
に
「
学
問
の
独
立
」
を
う
た
い
、
来
賓
に
も
慶
應
義
塾
の
創
設
者
福
沢
諭
吉
等
を
迎
え
、
八
十
人
の
学
生
と
と
も
に
東
京
専
門
学

校
は
現
在
に
至
る
百
三
十
年
余
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。
鍋
島
直
彬
は
こ
の
建
学
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
、
東
京
専
門
学
校
の
式

典
や
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
七
月
二
十
六
日
、
東
京
専
門
学
校
の
第
一
回
得
業
証
書
授
与
式
（
卒
業
式
）
に

鍋
島
直
彬
は
来
賓
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る２
。
得
業
証
書
授
与
式
と
い
っ
た
式
典
の
み
な
ら
ず
、
東
京
専
門
学
校
の
学
術
書
籍
の
購

入
の
た
め
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
五
月
二
十
五
日
に
同
攻
会
が
結
成
さ
れ
た
際
も
大
隈
等
と
と
も
に
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
い
る３
。

東
京
専
門
学
校
の
事
業
に
好
意
的
・
協
力
的
で
あ
っ
た
鍋
島
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
。
式
典
の
み
な
ら
ず
東
京
専
門
学
校
の
授
業
も
参
観

し
、
参
考
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る４
。

　

鍋
島
直
彬
は
旧
藩
主
時
代
よ
り
教
育
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。
肥
前
鹿
島
藩
に
は
藩
校
と
し
て
徳
譲
館
が
あ
っ
た
が
、
直
彬
が
藩
主
時
代

の
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
弘
文
館
と
改
称
し
、
藩
教
育
の
改
革
を
は
か
っ
て
い
く
。
維
新
後
の
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
鎔
造
館
と
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改
称
し
た
同
校
だ
が
、
翌
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
廃
藩
置
県
を
迎
え
、
藩
校
と
し
て
の
歴
史
を
終
え
る
。
旧
鹿
島
藩
主
と
し
て
の
直

彬
は
こ
れ
を
惜
し
み
、
旧
藩
校
の
伝
統
を
継
ぐ
学
校
を
鹿
島
に
維
持
す
る
こ
と
と
、
鹿
島
地
域
の
教
育
振
興
に
尽
力
し
て
い
く
事
と
な
る
。

こ
う
し
て
め
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
の
末
、
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
県
立
佐
賀
尋
常
中
学
校
鹿
島
分
校
が
開
校
さ
れ
、
一
九
〇
一
（
明

治
三
十
四
）
年
に
佐
賀
県
立
鹿
島
中
学
校
と
な
る
が
、
こ
の
学
校
は
学
制
改
革
の
中
で
度
々
閉
校
の
危
機
に
直
面
し
た
。
直
彬
は
学
校
の

維
持
に
奔
走
し
、
私
費
私
財
を
投
じ
て
学
校
の
維
持
発
展
に
つ
と
め
た５
。

　

こ
の
よ
う
な
鍋
島
直
彬
の
鹿
島
に
お
け
る
学
校
の
維
持
発
展
の
た
め
の
努
力
に
は
大
隈
も
協
力
し
て
い
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）

年
七
月
十
一
日
の
『
佐
賀
新
聞
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
○
法
律
科
生
徒　

鹿
島
英
語
学
校
の
別
科
な
る
法
律
科
一
年
級
の
学
年
試
験
は
去
月
下
旬
既
に
終
り
を
告
げ
本
月
一
日
同
校
特
別
管
理

長
原
忠
順
氏
よ
り
夫
れ
〳
〵
修
学
証
書
を
授
与
せ
ら
れ
た
り
今
度
一
年
級
を
卒
り
た
る
生
徒
中
六
名
の
人
々
は
直
に
上
京
し
て
東
京
専
門

学
校
に
入
校
す
る
に
附
き
鹿
島
英
語
学
校
と
専
門
校
と
の
間
に
兼
て
特
約
を
為
し
あ
れ
は
右
生
徒
達
は
無
試
験
に
て
直
ち
専
門
学
校
の
二

年
級
に
入
学
し
得
る
都
合
な
り
と
云
ふ
」

　

当
時
鹿
島
に
は
中
等
教
育
機
関
と
し
て
、
後
に
県
立
鹿
島
中
学
校
に
改
組
す
る
、
鹿
島
鍋
島
家
の
支
援
を
受
け
た
鹿
島
英
語
学
校
が

あ
っ
た６
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
鹿
島
英
語
学
校
の
法
律
科
一
年
級
修
了
生
の
希
望
者
に
は
、
東
京
専
門
学
校
へ
の
無
試
験
編
入
の
道
が
開

か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
特
約
」
が
具
体
的
に
い
か
な
る
も
の
か
、
ま
た
い
つ
締
結
さ
れ
た
も
の
か
と
い
っ
た
詳
細
は
残
念

な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
両
校
の
経
営
に
大
隈
と
鍋
島
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
事
を
考
え
る
と
、
二
人
の
了
解
の
も
と
に
な
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
は
鹿
島
英
語
学
校
を
改
組
し
た
鹿
島
鎔
造
館
（
翌
年
県
立
佐
賀
中
学
鹿
島
分
校
に
改
組
）
の
卒
業
生

が
東
京
専
門
学
校
に
編
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
鍋
島
は
書
翰
で
大
隈
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
一
八
九
五
年
七
月
、
上
京
中
で
あ
っ
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た
鍋
島
直
彬
は
二
十
日
に
挙
行
さ
れ
た
東
京
専
門
学
校
の
得
業
証
書
授
与
式
に
参
加
し
、
大
隈
邸
で
の
祝
宴
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
翌

日
の
大
隈
宛
書
翰
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
昨
日
は
専
門
学
校
得
業
証
書
授
与
式
場
に
参
し
、
尚
宴
会
の
芳
席
に
列
し
難
有
奉
存
候
。（
中
略
）
島
田
高
田
鳩
山
市
島
諸
氏
の
懇
切

な
る
心
配
に
て
小
生
私
立
の
鹿
島
鎔
造
館
卒
業
生
は
専
門
校
某
科
某
級
へ
無
試
験
に
て
入
学
候
様
聯
絡
相
附
き
、
田
舎
青
年
者
之
幸
福
小

生
に
於
て
欣
謝
之
至
に
存
候
間
、
乍
憚
御
序
も
有
之
候
は
ゝ
前
諸
氏
へ
可
然
御
致
声
相
願
候７
」（
句
読
点
筆
者
）

　

こ
の
書
翰
が
書
か
れ
た
二
ヶ
月
前
の
『
中
央
時
論
』
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
五
月
号
の
「
早
稲
田
記
事
」
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

「
●
『
鎔
造
館
と
連
絡
』
佐
賀
廣
〔
マ
マ
〕島
鎔
造
館
（
私
立
）
卒
業
者
は
専
門
学
校
邦
語
科
一
年
級
及
ひ
専
修
英
語
科
第
二
年
級
へ
無
試
験
に

て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
れ
り
」

　

鎔
造
館
の
卒
業
生
が
東
京
専
門
学
校
邦
語
政
治
科
と
邦
語
法
律
科
の
一
年
級
と
、
専
修
英
語
科
の
二
年
級
に
無
試
験
編
入
す
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
（
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
年
）
当
時
の
東
京
専
門
学
校
に
お
け
る
「
邦
語
科
」
を
称
す
る
学
科
は
邦
語

政
治
科
と
邦
語
法
律
科
の
二
科
│
筆
者
註
）。
そ
し
て
こ
の
鎔
造
館
の
卒
業
生
の
東
京
専
門
学
校
へ
の
編
入
の
道
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、

七
月
二
十
日
の
得
業
式
に
お
い
て
市
島
謙
吉
幹
事
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る８
。
こ
の
よ
う
に
島
田
三
郎
、
高
田
早
苗
、
鳩
山
和
夫
、
市
島
謙

吉
と
い
っ
た
東
京
専
門
学
校
幹
部
の
賛
同
を
得
て
、
鹿
島
鎔
造
館
の
卒
業
生
に
も
、
東
京
専
門
学
校
無
試
験
編
入
学
の
道
が
制
度
的
に
開

か
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
代
は
東
京
専
門
学
校
が
講
義
録
を
刊
行
し
て
校
外
生
規
則
を
制
定
し
、
講
義
録
で
学
習
す
る
校
外
生
も

所
定
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
校
内
生
と
し
て
編
入
の
道
が
開
か
れ
る
等
、
校
外
の
学
生
と
の
連
携
が
本
格
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
鎔
造

館
と
の
連
絡
連
携
も
、
東
京
専
門
学
校
が
地
方
の
学
校
と
連
絡
連
携
し
て
い
く
、
学
校
と
し
て
の
発
展
過
程
の
一
好
例
と
い
え
る９
。
そ
し

て
そ
れ
は
大
隈
と
鍋
島
の
協
力
の
も
と
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
大
隈
は
実
に
約
三
十
年
ぶ
り
に
佐
賀
に
帰
県
し
て
い
る
。
大
隈
は
佐
賀
市
の
み
な
ら
ず
県
内
各
地
を



58

巡
遊
し
、
そ
の
際
鹿
島
を
訪
問
し
、
中
学
校
学
生
の
前
で
講
演
し
、
さ
ら
に
『
大
隈
伯
昔
日
譚
』
を
寄
贈
し
て
い
る
。

　

四
月
に
佐
賀
に
帰
省
し
た
大
隈
は
、
佐
賀
市
滞
在
の
後
県
内
各
地
を
巡
遊
し
た
。
そ
し
て
鹿
島
に
は
五
月
九
日
到
着
し
、
鍋
島
直
彬
の

邸
中
川
邸
に
投
宿
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
一
日
午
前
九
時
、
大
隈
は
鍋
島
直
彬
夫
妻
と
佐
賀
中
学
鹿
島
分
校
を
訪
問
し
、
教
員
学
生
の
前

で
演
説
し
て
い
る
。
大
隈
は
ま
ず
、「
諸
子
は
熱
心
誠
実
教
育
誘
掖
を
以
て
自
ら
任
ぜ
ら
る
ゝ
旧
知
事
鍋
島
公
の
地
に
来
て
学
業
を
修
め

ら
る
何
等
の
幸
ひ
ぞ
予
は
始
め
て
当
地
へ
来
て
諸
子
と
逢
ひ
た
る
を
喜
ぶ
」
と
述
べ
、「
今
や
社
会
は
学
問
を
以
て
大
原
動
力
と
し
学
問

の
力
に
非
さ
れ
は
何
事
も
起
ら
す
」
と
大
隈
は
述
べ
、
怠
ら
ず
学
問
に
う
ち
こ
む
様
学
生
を
激
励
し
て
い
るＡ
。

　

鍋
島
は
六
月
一
日
付
の
大
隈
宛
書
翰
で
礼
を
述
べ
て
い
る
。

「
尚
々
中
学
校
へ
御
寄
贈
之
昔
日
譚
は
早
速
小
生
自
ら
持
参
、
教
頭
へ
御
旨
意
之
次
第
申
聞
け
相
渡
し
、
尚
生
徒
を
一
堂
に
集
め
御
懇
旨

の
在
る
所
を
述
べ
、
随
て
目
今
之
時
勢
我
国
之
地
位
将
来
学
生
之
責
任
等
よ
り
遂
に
歴
史
上
鍋
島
之
事
に
及
ほ
し
奨
励
致
し
置
候
。
孰
れ

も
喜
悦
之
模
様
に
見
受
候
。
是
亦
御
報
道
を
兼
ね
御
礼
申
上
候
也Ｂ
。」

　

こ
の
よ
う
に
鍋
島
直
彬
は
東
京
専
門
学
校
創
立
当
時
か
ら
同
校
の
式
典
に
参
加
し
、
好
意
的
姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
地
元
鹿
島
で
旧
藩

校
を
近
代
的
中
学
校
に
改
組
す
る
べ
く
尽
力
し
た
。
大
隈
も
鍋
島
の
学
校
経
営
に
協
力
し
、
島
田
、
高
田
、
鳩
山
、
市
島
等
東
京
専
門
学

校
幹
部
と
共
に
編
入
体
制
を
整
備
し
、
ま
た
帰
郷
の
際
に
は
自
ら
中
学
校
を
訪
問
し
て
学
生
を
激
励
し
た
。
大
隈
は
東
京
で
東
京
専
門
学

校
の
、
鍋
島
は
佐
賀
で
鹿
島
中
学
校
の
発
展
に
尽
力
し
、
相
互
に
協
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
校
は
現
在
早
稲
田
大
学
、
佐
賀
県
立
鹿

島
高
等
学
校
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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二　

第
一
次
大
隈
重
信
内
閣
期
の
鍋
島
直
彬

（
１

）
貴
族
院
対
策
の
意
見
進
言

　

第
一
次
大
隈
内
閣
の
時
期
に
お
い
て
、
現
職
の
貴
族
院
議
員
と
し
て
、
鍋
島
直
彬
は
大
隈
内
閣
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
積
極
的
に
大
隈

に
貴
族
院
対
策
の
必
要
性
を
述
べ
る
書
翰
を
大
隈
に
発
信
し
た
。
こ
れ
は
他
の
現
職
の
貴
族
院
議
員
に
比
し
て
群
を
抜
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
現
在
刊
行
中
の
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
十
巻
ま
で
）
を
参
照
し
て
も
、
懇
話
会
の
領
袖
で
あ
る
子
爵
議
員
の
谷
干

城
が
大
隈
に
発
信
し
た
書
翰
は
一
通
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
曾
我
祐
準
が
一
通
、
近
衛
篤
麿
が
一
通
で
あ
る
。
鍋
島
の
大
隈
へ
の
進

言
が
如
何
に
積
極
的
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
わ
せ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

　

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
六
月
三
十
日
、
初
の
政
党
を
基
盤
と
す
る
内
閣
と
し
て
の
第
一
次
大
隈
重
信
内
閣
が
成
立
し
た
。
当
時

懇
話
会
系
の
貴
族
院
議
員
（
子
爵
議
員
）
で
あ
っ
た
鍋
島
直
彬
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
二
日
前
、
大
隈
に
書
翰
を
送
り
所
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

書
翰
冒
頭
で
鍋
島
は
「
此
度
伊
藤
候〔
マ
マ
〕の
決
断
は
さ
す
か
に
政
治
家
の
本
領
を
失
は
さ
る
も
の
と
彬
は
感
称
す
」
と
、
大
隈
・
板
垣
を
後

継
首
班
に
奏
薦
し
た
伊
藤
の
判
断
を
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
飽
ま
て
謹
厳
の
態
度
を
以
て
務
め
て
情
実
の
積
弊
を
一
洗
し
、
上
み
宸

襟
を
奉
安
下
も
民
望
に
副
ふ
鞏
固
な
る
立
憲
政
治
の
内
閣
を
構
成
せ
ら
れ
、
併
せ
て
皇
室
の
基
礎
を
堅
緻
に
し
、
其
尊
厳
を
保
つ
こ
と
に

御
尽
力
あ
ら
ん
こ
と
実
に
翹
望
之
至
り
な
りＣ
」（
読
点
筆
者
）
と
、
強
固
な
政
党
内
閣
を
組
閣
す
る
事
と
皇
室
制
度
の
改
革
に
大
隈
が
尽
力

す
る
事
に
期
待
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
の
「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
の
中
に
「
換
舌
」
と
題
す
る
文
書
が
あ
る
。
封
筒
が
現
存
し
な
い
た
め
宛
欠
で
あ

る
が
、「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
中
の
大
隈
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
中
に
あ
る
点
、
ま
た
組
閣
に
関
す
る
意
見
が
書
か
れ
て
い
る
点
か
ら
、
一
八
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九
八
年
六
月
下
旬
、
そ
れ
も
三
十
日
の
組
閣
直
前
に
書
か
れ
た
大
隈
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
と
推
定
で
き
る
文
書
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
で
は
鍋

島
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
憲
政
党
中
の
重
な
る
人
々
の
入
閣
す
へ
き
は
勿
論
、
貴
族
院
に
て
も
近
衛
谷
等
の
如
き
公
平
な
る
思
想
を
抱
き
た
る
人
は
入
閣
せ
し
め

ら
れ
可
然
（
谷
は
陸
軍
大
臣
に
適
当
な
る
へ
し
）、
近
衛
は
学
習
院
長
な
れ
と
も
学
習
院
長
は
田
中
光
顕
兼
任
に
て
も
可
な
ら
んＤ
」（
読
点
筆
者
）

　

こ
の
よ
う
に
鍋
島
は
大
隈
内
閣
の
組
閣
に
対
し
、
貴
族
院
議
長
兼
学
習
院
長
で
あ
っ
た
近
衛
篤
麿
と
、
貴
族
院
議
員
で
懇
話
会
の
領
袖

で
あ
っ
た
谷
干
城
の
入
閣
を
進
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
谷
は
貴
族
院
懇
話
会
の
、
そ
し
て
近
衛
は
三
曜
会
の
領
袖
で
あ
り
、
彼
等
の
協

力
を
取
り
付
け
る
事
が
貴
族
院
対
策
上
重
要
、
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
るＥ
。

　

実
際
大
隈
内
閣
の
側
で
も
、
近
衛
の
入
閣
を
希
望
し
て
い
た
。『
近
衛
篤
麿
日
記
』
に
は
早
く
も
内
閣
成
立
の
六
月
三
十
日
の
項
に
次

の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

「
一　

夜
十
一
時
比
神
鞭
知
常
来
、
今
度
新
内
閣
出
来
せ
し
も
板
隈
両
伯
の
心
中
尚
ほ
隔
意
あ
る
も
の
ゝ
如
く
、
永
続
の
点
甚
覚
束
な
し
。

就
て
は
余
に
法
制
局
長
官
を
担
任
し
、
内
閣
に
列
す
る
事
に
承
諾
せ
ず
や
と
の
事
。
余
は
段
々
不
承
諾
の
点
を
述
べ
た
れ
共
中
々
承
引
せ

ず
、
明
日
再
び
来
訪
し
て
決
答
を
聞
く
べ
し
と
の
事
な
り
。
尤
も
こ
れ
は
神
鞭
と
犬
養
毅
と
の
相
談
よ
り
出
で
し
の
み
に
て
、
余
の
承
諾

の
意
向
次
第
に
て
総
理
に
申
込
筈
な
り
と
申
居
た
れ
共
、
前
後
の
状
況
よ
り
考
ふ
る
に
、
大
体
は
既
に
決
定
し
居
る
も
の
ゝ
如
し
。（
余

の
承
諾
と
否
と
に
は
関
せ
ず
、
如
此
官
を
置
く
事
は
決
し
居
る
な
ら
ん
と
思
は
るＦ
。）」

　

こ
の
よ
う
に
内
閣
書
記
官
長
の
神
鞭
と
犬
養
毅
の
相
談
と
し
て
、
近
衛
に
法
制
局
長
官
と
し
て
の
入
閣
が
提
案
さ
れ
た
。
先
の
大
隈
宛

鍋
島
書
翰
を
考
え
る
と
、
貴
族
院
の
有
力
者
で
あ
る
近
衛
等
を
入
閣
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
意
見
は
大
隈
の
も
と
に
届
い
て
お
り
、
こ
の
提

案
も
表
向
き
は
神
鞭
と
犬
養
の
相
談
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
或
い
は
大
隈
の
内
諾
の
も
と
近
衛
に
提
案
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
近
衛
等
貴
族
院
有
力
者
を
入
閣
さ
せ
て
大
隈
内
閣
を
強
固
に
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
内
閣
の
側
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
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確
か
で
あ
る
。
し
か
し
大
隈
内
閣
も
組
閣
に
際
し
、
閣
僚
の
ポ
ス
ト
を
旧
自
由
党
系
、
旧
進
歩
党
系
の
憲
政
党
員
に
配
分
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
外
務
大
臣
、
文
部
大
臣
等
の
閣
僚
で
は
な
く
、
法
制
局
長
官
と
い
う
ポ
ス
ト
を
内
々
提
案
す
る
と
こ
ろ
に
苦
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

翌
日
神
鞭
は
学
習
院
に
近
衛
を
訪
問
し
回
答
を
求
め
た
が
、
近
衛
は
入
閣
は
「
実
に
困
難
」
と
回
答
し
、「
貴
族
教
育
の
事
は
自
か
ら
奮

て
従
事
す
る
覚
悟
に
て
担
任
致
候
。
各
種
の
改
革
の
半
途
に
し
て
こ
れ
を
去
る
が
如
き
は
、
実
に
其
職
に
不
忠
な
る
も
の
な
りＧ
」
と
学
習

院
長
と
し
て
の
改
革
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
拒
絶
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。
七
月
三
日
同
文
会
に
て
谷
干
城
と
会
っ
た
近
衛
は
入
閣
を
勧

誘
さ
れ
た
こ
と
を
谷
に
話
し
、
谷
は
「
断
然
余
に
（
近
衛
│
筆
者
注
）
拒
絶
せ
よ
と
勧
め
、
政
府
の
挙
動
は
貴
族
院
を
侮
辱
せ
り
と
云
ひ
、

又
今
に
し
て
余
が
貴
族
院
議
長
の
地
位
を
去
る
べ
か
ら
ざ
る
事
を
い
ふＨ
」
と
、
近
衛
の
入
閣
に
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。
近
衛
も
以
降
法

制
局
長
官
へ
の
就
任
を
拒
絶
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
次
大
隈
内
閣
は
近
衛
を
法
制
局
長
官
と
し
て
入
閣
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
七
月
三
日
、
鍋
島
は
大
隈
を
訪

問
、
同
日
中
に
大
隈
に
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
大
隈
は
鍋
島
に
対
し
内
閣
の
状
況
を
説
明
し
た
ら
し
く
、「
大
体
の
御
高
説
及
目
今
之

景
況
等
拝
聴
頗
る
安
心
」
と
安
堵
感
を
示
し
た
。
大
隈
が
鍋
島
に
近
衛
入
閣
交
渉
の
顛
末
を
ど
こ
ま
で
説
明
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

組
閣
の
状
況
と
、
少
な
く
と
も
近
衛
等
三
曜
会
、
ま
た
谷
、
鍋
島
等
の
懇
話
会
と
い
っ
た
貴
族
院
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
渉
、
協
力
を
模
索

し
て
い
く
事
は
説
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鍋
島
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
貴
族
院
に
は
種
々
の
人
物
あ
り
。
悪
感
情
を
抱
き
居
る
者
も
あ
る
へ
し
。
何
卒
谷
、
曾
我
抔
一
日
御
招
き
相
成
懇
々
御
咄
相
成
候
は
は

大
い
に
十
三
議
会
の
準
備
上
好
都
合
な
ら
ん
。
小
生
も
其
中
両
人
へ
は
能
々
咄
し
置
候
積
り
に
候Ｉ
」

　

谷
、
曾
我
と
い
っ
た
懇
話
会
の
実
力
者
と
面
会
し
、
意
思
の
疎
通
を
計
る
こ
と
が
年
末
の
第
十
三
議
会
に
於
け
る
貴
族
院
対
策
と
し
て

有
効
と
進
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
鍋
島
は
こ
の
後
七
月
九
日
に
東
京
を
出
発
し
鹿
島
に
帰
郷
し
、
鹿
島
か
ら
大
隈
に
書
翰
を
通
し
て
意

見
を
述
べ
て
い
く
。
十
五
日
に
は
鹿
島
か
ら
大
隈
に
書
翰
を
送
り
、
十
二
日
に
無
事
帰
郷
し
た
事
と
、「
民
党
及
正
義
者
の
常
に
切
論
止



62

ま
さ
り
し
事
件
に
し
て
、
是
ま
て
政
府
に
於
て
放
擲
顧
み
さ
り
し
も
の
ゝ
如
き
は
着
々
挙
行
有
之
度
候Ｊ
」
と
、
従
来
の
藩
閥
内
閣
に
は
な

か
っ
た
政
党
内
閣
と
し
て
の
独
自
の
政
策
を
断
行
す
る
よ
う
大
隈
を
激
励
し
て
い
る
。

　

大
隈
総
理
は
七
月
十
四
日
の
夜
、
首
相
官
邸
に
近
衛
、
谷
、
曾
我
の
三
人
を
招
き
、
憲
政
党
結
成
や
組
閣
の
経
緯
を
説
明
し
、
ま
た
財

政
、
外
交
問
題
に
つ
い
て
談
話
し
て
い
るＫ
。
こ
の
会
談
を
新
聞
で
知
っ
た
鍋
島
は
七
月
二
十
五
日
に
大
隈
に
書
翰
を
送
り
、
次
の
よ
う
に

進
言
す
る
。

「
新
聞
紙
に
於
て
過
日
近
衛
、
谷
、
曾
我
三
氏
御
招
き
相
成
候
趣
承
知
、
彼
の
三
氏
小
生
に
於
て
も
固
よ
り
親
友
の
こ
と
ゆ
え
窃
に
歓
喜

致
し
候
。
然
し
貴
族
院
之
情
況
を
観
察
す
る
に
研
究
会
は
勿
論
、
茶
話
会
中
の
幾
部
分
富
士
見
会
の
幾
部
分
歟
は
現
内
閣
に
反
対
の
一
派

の
或
る
輩
に
煽
動
せ
ら
れ
候
事
は
眼
前
に
し
て
、
懇
話
会
と
雖
も
純
粋
の
者
而
已
に
あ
ら
す
、
其
中
多
少
雑
駁
混
交
致
し
居
候
に
就
て
は
、

今
日
之
儘
に
て
御
注
意
周
密
な
ら
さ
る
時
は
第
十
三
議
会
の
貴
族
院
は
頗
る
面
倒
な
る
へ
く
被
存
候
。
貴
族
院
は
つ
ま
ら
ぬ
者
多
し
と
て

軽
蔑
す
へ
か
ら
す
。
つ
ま
ら
ぬ
者
の
多
数
程
恐
る
へ
き
者
は
な
し
。
能
々
御
勘
考
為
国
家
所
切
望
な
り
。
何
卒
呉
々
も
会
派
の
如
何
を
問

は
す
、
貴
族
院
中
重
な
る
者
十
五
人
乃
至
二
十
人
を
御
招
き
相
成
、
十
分
内
閣
の
方
針
を
示
さ
れ
又
彼
等
の
意
見
を
も
最
大
と
な
く
無
遠

慮
に
陳
述
せ
し
め
、
極
め
て
周
帀
に
貴
族
院
に
対
す
る
御
画
策
な
く
ん
は
国
家
の
不
幸
之
よ
り
大
な
る
な
か
ら
ん
。
是
れ
小
生
の
深
く
憂

ふ
る
所
な
り
。
近
衛
、
谷
、
曾
我
抔
に
は
貴
族
院
大
体
に
就
て
の
小
生
の
意
見
も
内
々
相
咄
し
置
、
今
後
も
時
々
書
通
も
致
し
候
積
り
に

候Ｌ
。」

　

鍋
島
は
大
隈
内
閣
の
貴
族
院
対
策
が
余
程
心
配
で
あ
っ
た
の
か
、
八
月
三
日
に
も
大
隈
に
書
翰
を
送
り
貴
族
院
対
策
を
進
言
し
て
い

る
。
鍋
島
は
「
研
究
会
の
多
数
は
（
或
部
分
は
初
め
よ
り
正
面
に
反
対
に
立
つ
の
挙
動
は
な
か
る
へ
し
）
常
に
現
内
閣
攻
撃
の
地
に
立
つ
へ
く
、

清
浦
松
岡
抔
の
部
下
に
在
る
も
の
及
茶
話
会
又
は
薩
の
系
統
の
一
派
の
如
き
は
常
に
反
対
す
へ
く
、
三
曜
懇
話
二
会
は
道
理
の
分
り
た
る

も
の
多
く
、
立
憲
内
閣
の
大
体
上
に
於
て
は
賛
同
を
表
す
る
も
の
と
被
存
候
」
と
述
べ
、「
呉
々
も
貴
族
院
の
向
背
は
其
関
係
実
に
軽
か
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ら
す
、
何
卒
厚
く
御
考
案
相
成
、
貴
族
院
議
員
の
重
な
る
も
の
に
対
し
て
は
十
分
胸
襟
を
吐
露
し
御
相
談
相
成
冷
視
せ
ら
れ
さ
る
様
切
望

候Ｍ
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鍋
島
は
大
隈
内
閣
の
組
閣
当
初
か
ら
、貴
族
院
内
の
近
衛
篤
麿
等
の
三
曜
会
グ
ル
ー
プ
と
、谷
、曾
我
等
の
懇
話
会
グ
ル
ー

プ
と
の
意
思
疎
通
の
必
要
性
を
、
大
隈
内
閣
の
貴
族
院
対
策
と
し
て
重
要
な
も
の
と
し
て
力
説
し
た
。
ま
た
研
究
会
や
茶
話
会
と
い
っ
た

グ
ル
ー
プ
が
内
閣
に
対
抗
す
る
事
に
注
視
し
、
会
派
を
問
わ
ず
貴
族
院
議
員
の
有
力
者
と
会
談
し
て
意
思
疎
通
を
は
か
る
こ
と
を
主
張
し

た
。
大
隈
内
閣
の
来
る
べ
き
第
十
三
議
会
に
お
け
る
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、
貴
族
院
議
員
の
立
場
か
ら
大
隈
に
精
力
的
に
助
言
を

し
た
と
言
え
る
。
鍋
島
の
こ
の
よ
う
な
助
言
は
、
大
隈
が
貴
族
院
対
策
を
考
え
る
上
で
の
、
一
つ
の
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
大
隈
総
理
は
暑
中
休
暇
後
の
九
月
十
二
日
、
首
相
官
邸
に
於
い
て
板
垣
退
助
内
相
、
桂
太
郎
陸
相
、
西
郷
従
道
海
相
等
各
大
臣

と
と
も
に
貴
族
院
議
員
百
十
名
を
招
待
し
、
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
茶
話
会
に
は
近
衛
等
三
曜
会
、
谷
、
曾
我
等
懇
話
会
系
の

議
員
の
み
な
ら
ず
、
清
浦
奎
吾
、
松
岡
康
毅
と
い
っ
た
、
大
隈
内
閣
に
第
十
三
議
会
に
於
い
て
厳
し
く
対
峙
す
る
事
が
予
測
さ
れ
る
議
員

も
招
待
さ
れ
、
会
派
を
超
え
た
内
閣
と
貴
族
院
議
員
の
懇
親
会
と
な
っ
た
。
大
隈
総
理
は
茶
話
会
冒
頭
に
各
議
員
に
「
心
付
か
れ
た
る
事

は
遠
慮
な
く
申
出
ら
れ
た
し
」
と
、
忌
憚
な
く
内
閣
に
意
見
し
て
く
れ
る
様
各
議
員
に
依
頼
し
て
い
るＮ
。
こ
の
茶
話
会
は
、
大
隈
内
閣
が

貴
族
院
議
員
と
の
意
思
疎
通
を
重
視
し
た
が
故
の
茶
話
会
で
あ
り
、
鍋
島
の
建
策
も
、
こ
の
茶
話
会
実
施
の
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

（
２

）
大
隈
内
閣
の
危
機
と
鍋
島
直
彬

　

政
党
内
閣
と
し
て
成
立
し
た
第
一
次
大
隈
内
閣
は
、
周
知
の
よ
う
に
成
立
わ
ず
か
二
ヶ
月
に
し
て
、
尾
崎
行
雄
文
相
の
共
和
演
説
事
件

に
よ
っ
て
危
機
に
立
た
さ
れ
るＯ
。
八
月
二
十
二
日
の
神
田
一
ツ
橋
で
開
催
さ
れ
た
帝
国
教
育
会
で
の
尾
崎
文
相
の
演
説
内
容
が
『
国
民
新
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聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
等
各
新
聞
に
よ
り
報
道
さ
れ
、
そ
の
演
説
内
容
が
大
隈
内
閣
の
倒
閣
を
策
す
る
官
僚
派
の
攻
撃
材
料
に
な
り
、

尾
崎
は
結
果
的
に
十
月
二
十
四
日
に
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
る
。
文
相
後
任
を
め
ぐ
り
大
隈
総
理
と
板
垣
内
相
の
間
に
対
立
が
起
こ
り
、
憲

政
党
内
の
旧
自
由
党
系
と
旧
進
歩
党
系
と
の
対
立
が
再
燃
し
、
つ
い
に
憲
政
党
の
分
裂
と
い
う
事
態
と
な
り
、
大
隈
総
理
は
十
月
三
十
一

日
に
辞
表
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
八
月
以
降
の
内
閣
の
危
機
的
状
況
を
、
鍋
島
直
彬
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
考
察
し
た
よ
う

に
、
鍋
島
は
盟
友
の
大
隈
に
よ
る
政
党
内
閣
の
成
立
を
歓
迎
し
、
政
党
内
閣
と
し
て
従
来
の
藩
閥
内
閣
に
な
い
政
策
の
断
行
を
期
待
し
て

い
た
。
当
然
鍋
島
は
大
隈
内
閣
の
長
期
の
政
権
維
持
を
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
大
隈
へ
の
貴
族
院
対
策
の
意
見
も
、
議
会
開
設
以
来

貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
て
き
た
鍋
島
な
ら
で
は
の
、
政
権
維
持
の
た
め
の
進
言
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
鍋
島
に
と
っ
て
、
憲
政

党
内
の
内
部
対
立
や
、
尾
崎
の
共
和
演
説
事
件
を
契
機
と
す
る
、
藩
閥
官
僚
派
の
倒
閣
運
動
等
は
、
大
隈
内
閣
を
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
と

し
て
批
判
的
に
み
て
い
た
。

　

九
月
四
日
、
鍋
島
は
同
じ
子
爵
議
員
で
懇
話
会
の
領
袖
谷
干
城
に
書
翰
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
書
翰
で
鍋
島
は
、「
藩
閥
内
閣
之
精
神

茲
に
改
ま
り
公
正
の
内
閣
現
出
可
致
歟
と
窃
に
望
み
を
属
し
居
候
処
党
内
功
利
心
の
競
争
の
み
」
と
憲
政
党
の
実
情
を
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
従
来
情
弊
の
腐
敗
を
一
洗
し
国
家
前
途
の
経
営
に
着
手
し
天
下
の
人
心
を
一
新
す
へ
き
の
挙
な
く
」「
外
相
問
題
と
か
山
田
問

題
と
か
文
相
演
説
と
か
」
で
日
々
経
過
し
て
い
る
状
況
を
「
痛
歎
之
至
」
と
谷
に
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
衆
議
院
の
憲
政
党
員
は
二
百
五

十
名
が
い
る
が
「
多
く
は
一
身
の
功
利
心
に
駆
ら
れ
」
て
い
る
の
で
、「
随
分
種
々
の
失
態
も
可
有
之
」
と
鍋
島
は
憂
慮
す
る
。「
貴
族
院

者
頗
る
困
難
の
地
に
立
ち
可
申
最
我
同
志
者
は
極
め
て
難
関
に
当
り
候
事
と
想
察
候
」
と
論
じ
て
い
るＰ
。
要
す
る
に
鍋
島
は
第
一
次
大
隈

内
閣
が
憲
政
党
を
基
盤
と
す
る
初
の
政
党
内
閣
と
し
て
、
従
来
の
藩
閥
内
閣
に
な
い
清
新
な
政
治
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、
党

内
の
内
情
が
「
功
利
心
の
競
争
」
で
あ
る
こ
と
に
失
望
し
、
こ
の
内
情
の
ま
ま
で
は
貴
族
院
の
懇
話
会
も
困
難
な
状
況
に
な
る
と
懸
念
を
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示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
鍋
島
の
、
大
隈
宛
書
翰
に
は
み
ら
れ
な
い
、
憲
政
党
の
内
情
へ
の
憂
慮
と
批
判
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

こ
の
書
翰
中
に
は
大
隈
個
人
へ
の
批
判
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
鍋
島
は
大
隈
と
い
う
よ
り
は
与
党
憲
政
党
内
の
内
部
対
立
に
慨
嘆
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
大
隈
内
閣
が
次
第
に
危
機
的
な
状
況
に
な
る
に
つ
れ
、
鍋
島
は
書
翰
を
通
し
て
改
め
て
大
隈
に
意
見
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

尾
崎
の
演
説
か
ら
約
二
週
間
が
経
過
し
た
九
月
六
日
、
鍋
島
は
鹿
島
か
ら
大
隈
に
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
鍋
島
は
尾
崎
の
問
題
に
つ

い
て
宮
内
省
の
問
題
に
関
連
さ
せ
て
触
れ
て
い
る
。

「
内
大
臣
侍
従
長
た
る
徳
大
寺
侯
が
（
彼
の
謹
直
無
事
な
る
）
尾
崎
文
部
大
臣
の
演
説
に
付
て
云
々
の
事
の
如
き
は
実
に
長
歎
息
遺
憾
之
至

に
候
。
畢
竟
宮
内
省
之
規
模
精
神
定
ま
ら
す
、
大
体
を
持
す
る
の
識
見
な
き
が
為
め
な
りＱ
」

　

や
や
抽
象
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
鍋
島
は
内
大
臣
兼
侍
従
長
と
し
て
宮
中
に
あ
る
徳
大
寺
実
則
侯
爵
が
尾
崎
の
演
説
問
題
に
言
及
す
る

事
は
不
適
切
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
前
述
の
よ
う
に
、
十
月
二
十
四
日
に
尾
崎
文
相
が
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
、
後
任
文
相
を
め
ぐ
っ
て
事
態
は
紛
糾
す
る
。
後
任
の
文

相
に
つ
い
て
板
垣
内
相
は
江
原
素
六
の
文
相
就
任
か
、
星
亨
の
外
相
就
任
を
主
張
し
、
大
隈
は
後
任
文
相
に
犬
養
毅
を
推
薦
し
対
立
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
後
任
文
相
を
め
ぐ
る
紛
糾
の
中
、
鍋
島
は
鹿
島
か
ら
大
隈
に
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
そ
こ
で
鍋
島
は
後
任
文
相
の
問
題

に
触
れ
、「
憲
政
党
中
之
都
合
も
可
有
之
候
得
共
、
若
し
同
党
員
に
必
せ
さ
る
事
な
ら
は
、
近
衛
若
し
く
は
谷
抔
も
候
補
者
と
し
て
可
然

愚
考
候
」
と
、
こ
こ
で
も
近
衛
、
谷
と
い
っ
た
貴
族
院
の
有
力
者
の
入
閣
を
主
張
し
て
い
るＲ
。
貴
族
院
の
実
力
者
の
入
閣
に
よ
る
内
閣
の

強
化
と
い
う
発
想
だ
が
、
こ
れ
は
東
京
で
の
大
隈
と
板
垣
、
ひ
い
て
は
旧
進
歩
党
系
と
旧
自
由
党
系
の
対
立
と
い
う
事
態
で
は
現
実
的
に

難
し
い
案
で
あ
っ
た
。
ま
た
近
衛
自
身
も
入
閣
の
意
思
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
二
十
六
日
の
日
記
に
は
「
内
閣
は
又
後
任
の
事
に
て
大
混

雑
と
の
事
、
是
亦
失
体
な
り
。
犬
養
、
島
田
を
進
歩
派
よ
り
押
し
、
自
由
派
よ
り
は
星
を
押
し
、
又
余
の
名
義
迄
も
候
補
中
に
数
え
ら
れ
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た
り
と
の
事
、
迷
惑
の
極
と
い
ふ
べ
し
。」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鍋
島
の
鹿
島
か
ら
の
提
言
は
、
東
京
の
情
勢
か
ら
す
る
と
温
度
差
の

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鹿
島
に
い
る
鍋
島
の
想
像
よ
り
早
く
旧
自
由
党
系
は
星
を
中
心
に
内
閣
か
ら
の
離
脱
を
図
り
、
事
態
は
紛
糾
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
後
任
文
相
を
め
ぐ
る
紛
糾
は
結
局
大
隈
総
理
が
犬
養
を
後
任
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
自
由
派
は
解
党
に
動
き
、
板
垣
内

相
等
旧
自
由
党
系
大
臣
は
十
月
二
十
九
日
に
辞
表
を
提
出
し
、
大
隈
総
理
は
旧
進
歩
党
系
に
よ
る
内
閣
改
造
を
模
索
し
た
が
、
結
局
十
月

三
十
一
日
に
辞
表
を
提
出
す
る
事
態
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
隈
内
閣
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
、
大
隈
内
閣
の
維
持
を
図
る
べ
く
二
つ
の
方
法
が
提
案
さ
れ
た
。
一
つ
の
方
法
は
大

隈
総
理
も
模
索
し
た
よ
う
に
、
旧
進
歩
党
系
単
独
で
内
閣
を
改
造
し
て
乗
り
切
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
策
を
具
申
す
る
望
月
小
太
郎
の
よ

う
な
人
物
が
い
た
。

　

望
月
小
太
郎
は
十
月
二
十
八
日
付
の
大
隈
宛
書
翰
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
生
は
此
際
断
々
乎
と
し
て
自
由
党
出
身
大
臣
の
桂
〔
マ
マ
〕冠
を
祈
度
、
進
歩
党
は
既
に
議
会
に
百
十
数
名
を
過
候
て
進
歩
党
に
て
其
朝
に
在
る

の
間
は
政
権
既
に
我
に
あ
り
。
財
権
の
如
き
言
ふ
を
須
た
ず
。
而
し
て
天
下
の
智
力
は
今
や
実
に
進
歩
党
中
に
集
り
候
上
者
此
政
財
智
の

三
大
権
を
以
て
自
由
党
始
め
各
派
中
よ
り
四
五
十
名
の
味
方
を
拾
ひ
集
候
事
は
開
会
前
迄
左
ま
で
の
難
事
と
も
申
さ
れ
ま
じ
く
、
帰
す
る

処
大
局
の
消
長
は
自
進
両
党
聯
立
の
今
日
に
於
る
が
如
く
貴
族
院
の
み
に
可
有
之
候
得
ば
、
今
日
の
計
は
唯
一
に
一
大
御
勇
断
を
以
て
自

進
両
烈
天
下
の
人
心
を
一
新
被
遊
候
と
共
に
、
千
万
一
相
敗
候
と
て
茲
に
始
め
て
政
党
政
治
の
新
基
礎
を
創
め
ら
れ
候
一
大
好
機
と
確
信

仕
候Ｓ
」

　

望
月
小
太
郎
に
よ
れ
ば
進
歩
党
は
百
十
数
名
の
議
席
が
あ
り
、
政
権
、
財
権
、
さ
ら
に
人
材
も
有
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
由
党
員
の

一
部
、
四
五
十
人
を
切
り
崩
し
て
進
歩
党
側
に
つ
け
れ
ば
衆
議
院
は
問
題
な
く
、
後
は
貴
族
院
対
策
さ
え
出
来
れ
ば
状
況
を
打
開
で
き
る

と
進
言
し
て
い
る
。
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或
は
他
勢
力
と
の
連
携
で
苦
境
を
打
開
す
る
事
で
あ
る
。
鍋
島
が
大
隈
内
閣
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
大
隈
に
献
策
し
た
の
は
後
者
で

あ
っ
た
。
鍋
島
は
十
月
三
十
日
付
の
大
隈
宛
書
翰
に
お
い
て
、「
速
に
伊
藤
を
清
国
よ
り
償
還
さ
れ
、
共
に
朝
に
立
て
御
尽
力
あ
り
度
切

望
候
。
若
し
進
歩
党
員
の
み
を
以
て
内
閣
を
組
織
せ
ら
れ
者
或
は
言
ふ
へ
可
ら
さ
る
意
外
之
結
果
を
見
る
に
至
る
へ
く
（
後
略
）」
と
、

伊
藤
博
文
と
の
連
立
内
閣
に
よ
る
事
態
打
開
を
提
案
し
て
い
るＴ
。
大
隈
は
三
十
一
日
に
辞
表
を
提
出
す
る
が
、
清
国
訪
問
中
の
伊
藤
は
帰

朝
を
促
さ
れ
て
帰
国
の
途
に
就
く
。
伊
藤
を
一
刻
も
早
く
帰
国
さ
せ
て
大
隈
総
理
と
協
議
の
上
打
開
策
を
模
索
し
、
可
能
な
ら
ば
伊
藤
と

の
連
立
内
閣
に
よ
り
危
機
を
切
り
抜
け
る
、
と
い
う
の
が
鍋
島
の
打
開
案
で
あ
っ
た
。

　

鍋
島
が
望
月
小
太
郎
の
よ
う
に
進
歩
党
単
独
で
の
状
況
打
開
で
は
な
く
、
伊
藤
と
の
提
携
を
進
言
し
た
の
は
、
や
は
り
貴
族
院
議
員
と

し
て
の
鍋
島
の
経
歴
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
七
月
二
十
五
日
、
八
月
三
日
の
書
翰
で
大
隈
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鍋
島

は
貴
族
院
の
研
究
会
、
茶
話
会
と
い
っ
た
勢
力
が
反
大
隈
内
閣
の
立
場
で
、
来
る
べ
き
第
十
三
議
会
の
貴
族
院
に
お
い
て
大
隈
内
閣
に
対

峙
す
る
事
を
強
く
憂
慮
し
て
い
た
。
こ
の
上
衆
議
院
で
旧
自
由
党
勢
力
と
対
峙
す
る
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
や
は
り
敵
対
勢
力
が
多
い
中

で
は
味
方
の
勢
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
、
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
隈
内
閣
を
奏
薦
し
、
藩
閥
出
身
の
政
治
家
で
は
あ

る
が
憲
法
の
制
定
者
で
あ
り
、
政
党
に
も
一
定
の
理
解
が
あ
り
、
か
つ
実
力
あ
る
政
治
家
と
し
て
の
伊
藤
と
の
提
携
に
よ
る
難
局
打
開
、

と
い
う
鍋
島
の
プ
ラ
ン
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
十
月
三
十
一
日
に
大
隈
が
辞
表
を
提
出
し
、
陸
軍
大
臣
の
桂
太
郎
が
、
伊
藤
が
清
国
よ
り
東
京
へ
帰
京
す
る
前
に
、
超
然
内
閣

と
し
て
の
山
県
内
閣
の
成
立
に
向
け
て
素
早
く
運
動
しＵ
、
十
一
月
八
日
に
第
二
次
山
県
有
朋
内
閣
が
成
立
す
る
に
及
び
、
望
月
小
太
郎
、

鍋
島
直
彬
の
、
大
隈
内
閣
存
続
に
向
け
て
の
プ
ラ
ン
は
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

大
隈
の
辞
職
と
い
う
事
態
の
中
鹿
島
か
ら
議
会
の
た
め
上
京
し
た
鍋
島
は
、
八
日
に
大
隈
邸
を
訪
問
し
た
が
大
隈
が
不
在
で
あ
っ
た
た

め
、
翌
日
大
隈
に
書
翰
を
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
書
翰
に
於
い
て
鍋
島
は
、「
過
去
は
致
し
方
な
し
。
善
後
策
極
め
て
管
要
な
り
」
と
述
べ
、
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「
今
後
者
十
分
伊
藤
と
御
画
策
切
望
候
。
就
て
は
先
入
主
と
な
る
の
諺
、
同
氏
帰
京
せ
ば
他
に
先
た
ち
一
刻
も
速
に
御
面
会
相
成
度
国
家

の
為
め
懇
禱
茲
事
に
候Ｖ
」
と
告
げ
て
い
る
。

　

六
月
の
滞
京
中
に
成
立
し
た
大
隈
内
閣
が
、
議
会
の
為
上
京
す
る
ま
で
の
僅
か
四
ヶ
月
程
の
間
に
瓦
解
し
た
事
は
、
鍋
島
に
と
っ
て
残

念
か
つ
意
外
な
事
態
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
鍋
島
は
早
く
も
第
二
次
山
県
内
閣
の
成
立
の
翌
日
に
「
善
後
策
」
を
進
言
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
山
県
内
閣
の
早
期
成
立
に
よ
っ
て
、
大
隈
内
閣
を
伊
藤
と
の
連
携
で
存
続
さ
せ
る
と
い
う
案
は
頓
挫
し
た
が
、
伊
藤
が
帰
京
す

れ
ば
山
県
内
閣
の
関
係
者
よ
り
先
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
伊
藤
と
の
相
談
の
う
え
、
今
後
の
捲
土
重
来
を
図
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

の
が
鍋
島
の
新
し
い
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
十
四
日
に
大
隈
は
園
遊
会
を
開
催
し
、
上
京
し
て
き
た
鍋
島
も
参
加
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
風
邪
の
為
欠
席
し
て
い
る
。
こ
の

日
鍋
島
は
大
隈
に
書
翰
を
送
る
が
、
末
尾
に
「
采
菊
東
籬
下
悠
然
見
南
山
。
中
間
の
成
破
利
鈍
は
顧
み
る
所
に
あ
ら
す
」
と
述
べ
、
中
国

南
北
朝
時
代
・
宋
代
の
詩
人
陶
淵
明
の
詩
を
引
用
し
な
が
ら
、
大
隈
に
暗
に
再
起
を
期
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
て
い
るＷ
。

　

さ
て
伊
藤
博
文
は
十
一
月
七
日
に
長
崎
へ
到
着
し
た
が
、
翌
日
に
第
二
次
山
県
内
閣
が
成
立
し
た
の
を
受
け
て
、
九
州
地
方
を
訪
問
し

た
う
え
で
十
八
日
に
神
戸
へ
到
着
し
た
。
松
方
正
義
蔵
相
は
伊
藤
を
訪
問
し
、
新
内
閣
の
成
立
を
告
げ
、
伊
藤
の
同
意
を
得
て
い
るＸ
。
同

日
鍋
島
は
大
隈
へ
書
翰
を
送
り
、「
尊
兄
腹
心
の
人
に
し
て
伊
藤
侯
の
信
用
を
得
へ
き
者
誰
そ
一
人
速
に
坂
神
間
に
出
張
せ
し
め
ら
れ
度
、

此
段
国
家
の
為
め
切
望
候
也
」
と
、
大
隈
の
側
近
を
伊
藤
の
も
と
に
派
遣
し
、
善
後
策
を
協
議
す
る
よ
う
す
す
め
て
い
るＹ
。
既
に
山
県
内

閣
の
側
が
松
方
蔵
相
を
派
遣
し
伊
藤
の
同
意
を
得
る
な
ど
、
新
内
閣
側
が
機
先
を
制
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
鍋
島
は
な
お
大
隈
と

伊
藤
と
の
協
議
に
よ
る
善
後
策
の
検
討
、
と
い
う
プ
ラ
ン
を
堅
持
し
て
い
た
。
大
隈
の
早
期
の
捲
土
重
来
を
期
待
す
る
、
鍋
島
の
強
い
意

志
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

伊
藤
は
二
十
六
日
に
大
磯
へ
到
着
し
たＺ
。
こ
の
前
日
鍋
島
は
大
隈
に
書
翰
を
送
り
、「
一
刻
も
速
に
大
磯
へ
御
出
て
相
成
度
、
平
素
の
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情
誼
上
此
事
熱
心
に
希
望
候
也
」
と
、
大
隈
自
身
が
大
磯
ま
で
伊
藤
を
訪
問
す
る
こ
と
を
進
言
し
て
い
るａ
。

　

一
方
山
県
内
閣
は
、
直
前
の
第
十
三
議
会
を
前
に
、
分
裂
後
の
旧
自
由
党
系
の
憲
政
党
と
の
提
携
を
模
索
し
て
い
た
。
憲
政
党
側
が
党

員
の
入
閣
を
希
望
し
、
提
携
交
渉
は
難
航
し
たｂ
。
こ
の
よ
う
な
山
県
内
閣
と
憲
政
党
と
の
対
立
は
、
鍋
島
に
は
内
閣
の
「
動
揺
」
と
映
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
二
十
八
日
に
鍋
島
は
大
隈
に
書
翰
を
送
り
、「
何
卒
速
に
大
磯
行
御
企
図
国
家
の
為
め
切
望
候
。
現
内
閣
動
揺
の
兆
あ

る
は
最
早
疑
ふ
へ
か
ら
す
」
と
述
べ
、
山
県
内
閣
が
憲
政
党
と
の
提
携
に
難
航
し
て
い
る
中
、
大
隈
が
速
や
か
に
伊
藤
と
大
磯
で
協
議
し
、

今
後
の
対
応
を
図
る
こ
と
を
主
張
し
たｃ
。
し
か
し
結
局
十
一
月
二
十
九
日
に
憲
政
党
と
山
県
内
閣
の
間
で
提
携
の
協
約
が
成
り
、「
動
揺
」

は
収
束
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
協
約
を
斡
旋
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
伊
藤
で
あ
っ
たｄ
。
こ
う
し
て
第
二
次
山
県
内
閣
が
当
面
の
危
機
を
回

避
し
第
十
三
議
会
に
向
か
う
体
制
が
整
う
と
、
さ
す
が
の
鍋
島
も
大
隈
の
捲
土
重
来
を
早
期
に
は
か
る
こ
と
を
当
面
断
念
し
た
よ
う
で
あ

る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
以
降
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
中
に
お
い
て
、
鍋
島
直
彬
が
大
隈
に
対
し
、
政
治
上
の
再
起
を
提
起
す
る

よ
う
な
書
翰
は
な
く
な
る
。
大
隈
が
再
度
の
組
閣
を
な
し
、
第
二
次
大
隈
内
閣
を
発
足
さ
せ
る
の
は
、
こ
の
十
六
年
後
の
一
九
一
四
（
大

正
三
）
年
四
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
鍋
島
直
彬
は
、
共
和
演
説
事
件
以
降
第
一
次
大
隈
内
閣
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
中
で
、
従
来
の
貴
族
院
対
策
だ
け
で
な

く
、
伊
藤
と
の
提
携
に
よ
る
事
態
打
開
を
一
貫
し
て
主
張
し
続
け
た
。
そ
れ
は
大
隈
の
辞
職
後
も
続
き
、
十
一
月
に
お
い
て
第
二
次
山
県

内
閣
が
憲
政
党
と
の
提
携
交
渉
に
難
航
す
る
段
階
ま
で
続
き
、
伊
藤
と
の
協
議
に
よ
り
大
隈
が
早
期
に
捲
土
重
来
を
期
す
こ
と
を
主
張
し

続
け
た
。
し
か
し
伊
藤
が
山
県
内
閣
を
認
め
、
山
県
内
閣
と
憲
政
党
と
の
提
携
交
渉
を
ま
と
め
、
内
閣
が
安
定
す
る
と
、
鍋
島
も
沈
黙
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
を
主
た
る
史
料
と
し
て
、
大
隈
重
信
と
鍋
島
直
彬
の
教
育
事
業
と
、
第
一
次
大
隈
重
信

内
閣
期
に
於
け
る
政
治
活
動
で
の
連
携
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

　

教
育
事
業
に
お
い
て
は
、
大
隈
が
東
京
専
門
学
校
の
創
立
者
で
あ
り
、
鍋
島
直
彬
も
、
旧
藩
校
か
ら
最
終
的
に
は
県
立
鹿
島
中
学
校
と

な
る
学
校
の
維
持
経
営
に
深
く
関
与
し
た
た
め
、
両
者
は
教
育
事
業
者
と
し
て
の
共
通
の
側
面
を
有
し
て
い
た
。
旧
佐
賀
藩
時
代
か
ら
の

旧
知
と
し
て
、
か
つ
教
育
事
業
に
意
欲
あ
る
二
人
は
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
経
営
に
理
解
を
示
し
、
協
力
し
た
。
東
京
専
門
学
校
の
創
立

時
か
ら
鍋
島
は
第
一
回
得
業
証
書
授
与
式
等
の
式
典
に
来
賓
と
し
て
参
列
し
、
授
業
を
参
観
し
、
同
攻
会
の
発
会
式
に
も
参
加
し
た
。
こ

の
よ
う
な
東
京
専
門
学
校
を
視
察
す
る
こ
と
は
、
鍋
島
が
鹿
島
で
教
育
事
業
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
き
の
参
考
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
大
隈
も
鍋
島
の
鹿
島
で
の
教
育
事
業
に
協
力
し
た
。
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
は
鍋
島
が
経
営
す
る
鹿
島
鎔
造
館
の
卒
業
生

の
東
京
専
門
学
校
編
入
の
道
を
開
き
、
翌
年
の
大
隈
の
佐
賀
訪
問
で
は
大
隈
は
直
接
藤
津
郡
鹿
島
の
学
校
を
訪
問
し
、
学
生
を
激
励
し
て

い
る
。
教
育
事
業
者
と
し
て
、
両
者
は
密
接
に
連
携
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

政
治
活
動
に
お
い
て
も
、
鍋
島
は
帝
国
議
会
開
設
以
降
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
六
月
に
死
去
す
る
ま
で
、
貴
族
院
子
爵
議
員
と
し
て

在
職
し
続
け
た
。
そ
の
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
政
治
活
動
を
踏
ま
え
、
鍋
島
は
特
に
大
隈
が
政
権
側
に
あ
る
時
は
、
大
隈
に
積
極
的
に
政

治
的
意
見
を
具
申
し
た
。
そ
の
好
例
が
第
一
次
大
隈
内
閣
期
で
あ
る
。

　

旧
知
で
あ
る
大
隈
の
内
閣
組
閣
を
喜
ん
だ
鍋
島
は
、
組
閣
に
際
し
て
は
人
材
、
特
に
貴
族
院
か
ら
近
衛
篤
麿
、
谷
干
城
と
い
っ
た
人
物

の
登
用
を
提
唱
し
た
。
近
衛
は
貴
族
院
三
曜
会
、
谷
は
懇
話
会
の
実
力
者
で
あ
り
、
彼
等
の
入
閣
が
貴
族
院
対
策
上
有
効
と
い
う
判
断
の
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も
と
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
の
組
閣
に
お
い
て
は
憲
政
党
員
が
各
閣
僚
ポ
ス
ト
を
占
め
、
第
一
次
大
隈
内
閣
は
近
衛
に
法

制
局
長
官
と
し
て
の
入
閣
を
打
診
す
る
が
固
辞
さ
れ
て
い
る
。
貴
族
院
実
力
者
の
入
閣
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
組
閣
後
も
鍋
島
は
近
衛
、

谷
、
曾
我
と
い
っ
た
貴
族
院
三
曜
会
、
懇
話
会
系
の
実
力
者
と
十
分
協
議
し
、
さ
ら
に
貴
族
院
の
有
力
者
と
は
会
派
を
超
え
て
意
思
の
疎

通
を
図
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
大
隈
も
七
月
十
四
日
に
首
相
官
邸
で
近
衛
、
谷
、
曾
我
と
会
談
し
、
九
月
十
二
日
に
は
官
邸
に
貴
族

院
議
員
を
招
待
し
て
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鍋
島
の
意
見
具
申
と
大
隈
内
閣
の
貴
族
院
対
策
を
見
る
と
き
、
鍋
島
が
大

隈
宛
書
翰
で
示
し
た
対
貴
族
院
対
策
の
意
見
は
、
大
隈
内
閣
に
好
意
的
な
現
職
の
貴
族
院
議
員
の
率
直
な
意
見
と
し
て
、
大
隈
が
対
貴
族

院
対
策
を
考
え
る
う
え
で
相
応
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

共
和
演
説
事
件
以
降
第
一
次
大
隈
内
閣
が
危
機
的
状
況
に
陥
る
と
、
鍋
島
は
大
隈
内
閣
の
存
続
の
為
に
苦
心
す
る
。
そ
し
て
伊
藤
博
文

と
の
連
携
・
協
議
に
よ
り
危
機
を
打
開
す
る
こ
と
を
一
貫
し
て
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
進
歩
党
単
独
で
も
貴
族
院
対
策
さ
え
で
き
れ
ば
対
応

で
き
る
と
し
た
望
月
小
太
郎
の
献
策
と
好
対
照
で
あ
る
。
大
隈
の
辞
職
後
も
鍋
島
は
大
隈
の
早
期
の
政
治
的
再
起
を
企
図
し
、
清
国
か
ら

帰
国
し
た
伊
藤
と
至
急
協
議
し
、
今
後
を
図
る
こ
と
を
十
一
月
末
ま
で
主
張
し
続
け
た
。

　

し
か
し
鍋
島
の
提
案
も
、
緻
密
な
人
物
・
状
況
観
察
、
ま
た
当
事
者
と
の
交
渉
・
根
回
し
の
成
果
と
い
う
よ
り
は
、
や
や
個
人
的
な
判

断
に
偏
し
た
と
こ
ろ
に
弱
点
を
有
し
て
い
た
。
例
え
ば
組
閣
当
時
の
前
掲
「
換
舌
」
で
、
鍋
島
は
近
衛
、
谷
の
入
閣
を
提
案
し
た
が
、
書

翰
中
で
「
近
衛
は
学
習
院
長
な
れ
と
も
学
習
院
長
は
田
中
光
顕
兼
任
に
て
も
可
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い
る
がｅ
、
近
衛
が
自
身
の
日
記
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
近
衛
が
学
習
院
長
と
し
て
の
職
責
を
重
ん
じ
て
い
る
点
の
理
解
は
浅
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
共
和
演
説
事
件
以

降
次
第
に
伊
藤
と
の
提
携
、
協
議
を
提
案
し
て
い
る
が
、
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』（
塙
書
房
、
全
九
巻
）

内
の
伊
藤
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
を
見
て
も
、
鍋
島
が
こ
の
時
期
伊
藤
に
大
隈
と
の
連
携
を
提
唱
す
る
書
翰
は
な
か
っ
た
。
本
稿
執
筆
の
為
の

調
査
で
は
、
鍋
島
が
伊
藤
に
大
隈
と
の
連
携
を
主
張
す
る
書
翰
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
推
測
で
あ
る
が
、
鍋
島
は
自
己
単
独
の
判
断
で
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伊
藤
と
の
提
携
は
可
能
と
考
え
、
大
隈
に
伊
藤
と
の
提
携
を
主
張
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
鍋
島
の
読
み
と
は
異
な
り
、
伊
藤
が
第
二

次
山
県
内
閣
を
承
認
し
、
さ
ら
に
山
県
内
閣
と
憲
政
党
の
提
携
を
斡
旋
・
成
功
さ
せ
る
に
至
り
、
こ
の
案
は
頓
挫
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
鍋
島
の
意
見
を
見
る
と
、
時
に
近
衛
・
伊
藤
の
意
向
や
政
治
行
動
を
読
み
違
え
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
貴
族
院
に
お
け
る
三
曜
会
、
懇
話
会
と
の
協
議
や
提
携
を
重
視
し
、
貴
族
院
各
会
派
と
の
意
思
疎
通
の
重
要
性
を
提
起
し
た
。
大
隈

そ
し
て
大
隈
内
閣
も
貴
族
院
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
べ
く
、
近
衛
、
谷
、
曾
我
と
の
懇
談
や
貴
族
院
議
員
と
の
茶
話
会
を
開
催
し
て
い
る

点
を
見
る
と
、
や
は
り
鍋
島
の
意
見
も
相
応
に
重
要
な
参
考
情
報
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
次
大
隈
内
閣
末
期
、
そ
し

て
第
二
次
山
県
内
閣
成
立
当
初
の
、
大
隈
・
伊
藤
提
携
案
も
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
大
隈
の
政
治
的
地
位
を
保
つ
べ
く
苦
心
し

て
い
る
、
大
隈
に
対
す
る
鍋
島
の
誠
意
は
十
分
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
貴
族
院
対
策
に
お
い
て
、
大
隈
と
鍋

島
は
緊
密
な
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
大
隈
重
信
と
鍋
島
直
彬
が
、
そ
の
教
育
活
動
、
そ
し
て
第
一
次
大
隈
内
閣
期
の
政
治
活
動
と
い
っ
た
公
的
活
動
に
お

い
て
連
携
・
協
力
関
係
に
あ
っ
た
事
を
確
認
し
た
。
二
人
は
学
校
経
営
と
い
う
教
育
活
動
、
ま
た
第
一
次
大
隈
内
閣
期
に
於
け
る
政
治
活

動
と
い
っ
た
公
的
活
動
に
お
い
て
緊
密
に
協
力
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
東
京
専
門
学
校
と
鹿
島
中
学
校
の
協
力
・
連
携
の
よ
り
具

体
的
な
実
態
や
、
ま
た
大
隈
が
在
野
の
時
期
に
お
け
る
両
者
の
政
治
的
協
力
関
係
（
或
い
は
そ
の
有
無
）
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
考
察
に
及

ん
で
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１

） 

鍋
島
直
彬
の
伝
記
と
し
て
、
星
野
秀
夫
編
著
『
鍋
島
直
彬
公
伝
』

鍋
島
直
彬
公
四
十
年
祭
記
念
会　

一
九
五
四
年　

が
あ
る
。
ま
た
沖

縄
県
令
時
代
の
鍋
島
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
杉
谷
昭
『
初
期
沖
縄

県
政
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成

果
報
告
書
一
九
八
九
│
一
九
九
一
年　

が
あ
る
。
ま
た
最
近
の
明
治
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期
貴
族
院
の
研
究
進
展
の
中
で
鍋
島
の
活
動
に
言
及
し
た
研
究
と
し

て
、
小
林
和
幸
『
明
治
立
憲
制
政
治
と
貴
族
院
』
吉
川
弘
文
館　

二

〇
〇
二
年
が
あ
る
。
主
と
し
て
議
会
開
設
期
・
初
期
議
会
期
の
鍋
島

の
動
向
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
２

） 

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻　

早
稲
田
大
学　

一
九
七
八
年
（
以
下
『
百
年
史
』
と
略
記
）
五
〇
〇

頁
。

（
３

） 

「
同
攻
会
沿
革
」『
同
攻
会
雑
誌
』
第
二
号　

一
八
九
一
年
四
月　

二
十
九
│
三
十
頁
。
東
京
専
門
学
校
講
堂
で
開
会
さ
れ
た
同
攻
会
発

会
式
に
は
会
員
来
賓
合
わ
せ
て
三
百
名
が
集
ま
り
、
盛
会
で
あ
っ
た

と
い
う
。
来
賓
に
は
大
隈
重
信
、
河
野
敏
鎌
、
前
島
密
、
北
畠
治
房
、

鍋
島
直
彬
、
小
野
梓
、
矢
野
文
雄
、
島
田
三
郎
、
肥
塚
龍
、
犬
養
毅
、

田
口
卯
吉
等
で
、
田
口
、
犬
養
、
肥
塚
の
演
説
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
４

） 

鍋
島
の
東
京
専
門
学
校
参
観
を
示
す
書
翰
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

 

「
兔
角
不
順
之
気
候
に
候
処
愈
御
佳
勝
奉
賀
候
。
述
は
過
日
者
参
上

不
相
変
御
懇
接
、
殊
に
学
校
教
授
等
の
模
様
を
見
る
を
得
、
大
に
各

職
員
教
員
諸
氏
を
煩
し
鳴
謝
之
至
に
候
。
乍
憚
御
序
校
員
へ
宜
敷
御

致
声
相
願
候
。
御
約
束
之
沖
縄
木
材
今
少
し
は
宜
し
き
材
品
有
之
候

と
存
居
候
処
木
質
等
も
不
十
分
、
或
は
短
、
或
は
小
、
遂
に
是
は
と

申
も
の
も
無
之
御
用
に
可
相
立
哉
、
幸
に
何
歟
に
御
用
ひ
相
成
候
得

者
本
懐
之
至
に
候
。（
後
略
）」（
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明

治　
　

）
年
五
月
三
十
一
日
。
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』　

み
す
ず
書
房
（
以
下
『
大
隈
重
信
関

係
文
書
』
と
略
記
）
第
八
巻　

二
〇
一
二
年　

三
〇
九
頁
）

 

こ
の
書
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
学
校
と
は
、
大
隈
邸
訪
問
の
際
参
観
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
東
京
専
門
学
校
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

本
書
翰
の
明
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
専
門
学
校
の
開
校

が
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
十
月
二
十
一
日
で
あ
る
点
、
鍋
島
直

彬
は
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
五
月
ま
で
沖
縄
県
令
で
あ
り
、
そ

の
つ
て
か
ら
大
隈
に
木
材
を
提
供
し
た
点
、
ま
た
こ
こ
で
は
引
用
し

て
い
な
い
が
本
書
翰
後
半
に
は
転
居
の
予
定
が
記
さ
れ
て
い
る
点

（
鍋
島
は
明
治
十
九
年
に
転
居
。『
鍋
島
直
彬
公
伝
』
年
譜
）
か
ら
明

治
十
年
代
後
半
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
創
設
当
初
の
東
京
専

門
学
校
の
授
業
を
、
教
員
職
員
案
内
の
も
と
参
観
し
て
い
た
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
書
翰
中
出
て
く
る
「
沖
縄
木
材
」
は
大
隈
の

注
文
で
取
り
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
大
隈
邸
或
は
東

京
専
門
学
校
の
校
舎
に
利
用
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
初
期
の
東
京
専
門
学
校
の
校
舎
に
鍋
島
提
供
の

沖
縄
の
木
材
を
用
い
た
可
能
性
を
示
し
て
お
り
、
興
味
深
い
書
翰
で

あ
る
。

（
５

） 

前
掲
『
鍋
島
直
彬
公
伝
』
三
二
│
三
五
頁
。
鹿
島
市
史
編
纂
委
員

会
『
鹿
島
市
史
』
下
巻　

一
九
七
四
年　

二
二
五
│
二
三
六
頁
。
鹿

島
中
学
校
の
変
遷
は
複
雑
で
あ
る
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
藩

校
鎔
造
館
と
改
称
後
の
変
遷
は
、
廃
藩
後
、
鹿
島
義
塾
と
し
て
存
続

し
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
変
則
中
学
と
な
り
、
一
八
七
九
（
明

治
十
二
）
年
、
長
崎
県
立
中
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
三
（
明

治
十
六
）
年
に
佐
賀
県
移
管
後
は
佐
賀
県
立
中
学
と
な
る
が
、
一
八
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八
四
（
明
治
十
七
）
年
経
費
荷
重
の
た
め
県
立
と
し
て
の
維
持
が
困

難
と
な
り
、
藤
津
郡
費
で
維
持
す
る
公
立
鹿
島
中
学
校
と
改
称
し

た
。
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
の
学
制
改
革
令
以
降
は
鹿
島
鍋
島

家
か
ら
年
額
三
百
円
の
援
助
を
受
け
、
鹿
島
英
語
学
校
と
改
称
し

た
。
さ
ら
に
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
四
月
に
は
再
び
鎔
造
館

と
改
称
し
、
鹿
島
鍋
島
家
か
ら
の
私
費
で
維
持
す
る
学
校
と
な
っ

た
。
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
県
立
佐
賀
尋
常
中
学
鹿
島
分
校

と
な
り
、
こ
の
際
鍋
島
直
彬
は
鎔
造
館
の
学
校
校
舎
設
備
を
寄
付
し

て
い
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
佐
賀
県
立
第
二
尋
常
中
学

校
と
な
り
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
佐
賀
県
立
鹿
島
中
学
校

と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
佐

賀
県
立
鹿
島
高
等
学
校
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

こ
の
学
校
は
藩
校
、
私
立
、
県
立
、
公
立
、
私
立
、
再
び
県
立
と
め

ま
ぐ
る
し
く
所
管
、
ま
た
名
称
を
変
更
し
て
い
る
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
以
前
の
時
期
の
校
名
は
、
最
終
的
に
鹿
島
中
学
校
に
落
ち
着
い

た
。
学
校
の
維
持
困
難
時
に
は
度
々
鹿
島
鍋
島
家
か
ら
援
助
を
受
け

て
お
り
、
鍋
島
直
彬
の
学
校
維
持
の
た
め
の
熱
意
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
６

） 

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
開
校
さ
れ
た
鹿
島
英
語
学
校
は
、

三
年
制
の
本
科
と
二
年
制
の
法
律
科
の
二
科
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

同
年
九
月
二
日
に
入
学
試
験
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。「
広
告
」『
佐
賀

新
聞
』
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
八
月
五
日
。

（
７

） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
二
十
八
）
年
七
月
二
十
一

日
。
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
三
七
八
五
。
な
お

書
翰
年
代
の
括
弧
は
筆
者
の
推
定
年
代
を
示
す
。
な
お
本
書
翰
は
、

後
の
鹿
島
中
学
校
と
な
る
鎔
造
館
が
、
鍋
島
直
彬
の
支
援
す
る
私
立

学
校
と
し
て
こ
の
名
前
で
運
営
さ
れ
て
い
た
の
が
一
八
九
一
（
明
治

二
十
四
）
年
か
ら
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
ま
で
の
期
間
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
七
月
に
は
親
族
縁
談

等
の
問
題
で
鍋
島
直
彬
が
上
京
中
で
あ
っ
た
こ
と
（『
大
隈
重
信
関

係
文
書
』
第
八
巻
二
五
二
頁
所
収
の
二
書
翰
参
照
）、
ま
た
一
八
九

五
（
明
治
二
十
八
）
年
の
東
京
専
門
学
校
得
業
式
が
七
月
二
十
日
に

挙
行
さ
れ
て
い
る
点
（「
早
稲
田
大
学
年
表
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』

第
二
十
四
巻　

一
七
八
頁
）
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
の
書
翰
と
年
代

推
定
し
た
。

（
８

） 

「
東
京
専
門
学
校
第
十
二
回
得
業
式
報
告
」『
中
央
時
論
』
第
十
五

号
附
録
十
│
十
一
頁
。

（
９

） 

東
京
専
門
学
校
の
校
外
教
育
は
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
五

月
十
五
日
、
政
学
講
義
会
よ
り
政
治
科
、
経
済
科
、
法
律
科
、
歴
史

科
の
講
義
録
を
刊
行
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
翌
年
九
月
に
「
校
外
生

規
則
」
が
制
定
さ
れ
、
講
義
録
購
読
者
は
「
校
外
生
」
と
な
っ
た
。

そ
し
て
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
は
校
外
生
卒
業
生
の
校
内

生
三
学
年
へ
の
編
入
学
試
験
規
定
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
校
外
生
に

つ
い
て
は
、『
百
年
史
』
第
一
巻
五
九
七
│
六
一
一
、
八
四
五
│
八

五
四
頁
。

（
10
） 
桃
蹊
生
「
大
隈
伯
西
部
巡
遊
紀
事
（
第
九
報
）」『
佐
賀
自
由
新
聞
』

一
八
九
六
年
五
月
十
三
日
。

（
11
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
二
十
九
）
年
六
月
一
日
。
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『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
五
八
│
二
五
九
頁
。

（
12
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
六
月
二
十
八

日
。
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
三
七
九
五
。

（
13
） 
「
換
舌
」　

福
岡
市
博
物
館
所
蔵
「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
三
八
一
五
。

（
14
） 

尚
友
倶
楽
部
編
『
貴
族
院
の
会
派　

研
究
会
政
治
年
表
』　

一
九

七
五
年　

余
録
三
「
貴
族
院
諸
会
派
会
員
数
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
九

八
（
明
治
三
十
一
）
年
五
月
十
九
日
の
時
点
で
会
派
に
所
属
す
る

 

議
員
は
、
研
究
会
五
五
、
三
曜
会
一
五
、
懇
話
会
五
二
、
木
曜
会
十

六
、
茶
話
会
十
一
、
丁
酉
会
十
三
で
あ
っ
た
。

（
15
） 

近
衛
篤
麿
日
記
刊
行
会
編
『
近
衛
篤
麿
日
記
』　

鹿
島
研
究
所
出

版
会
（
以
下
『
近
衛
日
記
』
と
略
記
）
第
二
巻　

一
九
六
八
年　

明

治
三
十
一
年
六
月
三
十
日　

九
十
二
頁
。

（
16
） 

『
近
衛
日
記
』
第
二
巻　

明
治
三
十
一
年
七
月
一
日　

九
十
三
頁
。

（
17
） 

『
近
衛
日
記
』
第
二
巻　

明
治
三
十
一
年
七
月
三
日　

九
十
四
頁
。

（
18
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
七
月
三

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
七
五
│
二
七
六
頁
。

（
19
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
七
月
十

五
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
七
七
頁
。

（
20
） 

『
近
衛
日
記
』
第
二
巻　

明
治
三
十
一
年
七
月
十
四
日　

一
〇
六

頁
。

（
21
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
七
月
二
十
五

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
七
七
│
二
七
八
頁
。

（
22
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
八
月
三

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
七
八
│
二
七
九
頁
。

（
23
） 

「
首
相
邸
の
茶
話
会
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
八
年
九
月
十
四
日
。

（
24
） 

こ
の
共
和
演
説
事
件
に
よ
る
第
一
次
大
隈
内
閣
の
瓦
解
過
程
に
つ

い
て
は
、
中
村
尚
美
「
第
一
次
大
隈
内
閣
」『
日
本
内
閣
史
録
』
第

一
巻　

第
一
法
規　

一
九
八
一
年　

三
〇
二
│
三
〇
九
頁
等
。

（
25
） 

谷
干
城
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
九
月
四
日
。『
立
教

大
学
図
書
館
所
蔵　

谷
干
城
関
係
文
書
』
北
泉
社　

一
九
九
五
年　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
ル
６　

二
七
〇
│
３

。
書
翰
年
代
は
同
書

目
録
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
正
確
な
推
定
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
九
月
六

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
一
│
二
八
二
頁
。

（
27
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
十
月
二
十
六

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
四
頁
。

（
28
） 

大
隈
重
信
宛
望
月
小
太
郎
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
十
月
二
十
八

日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
十
巻　

一
八
八
│
一
八
九
頁
。
な

お
こ
の
書
翰
の
年
代
は
原
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
十
月
三

十
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
五
頁
。

（
30
） 

桂
は
黒
田
清
隆
等
と
協
力
し
、
清
国
か
ら
伊
藤
が
帰
国
す
る
前
に

山
県
の
内
閣
を
成
立
さ
せ
る
べ
く
素
早
く
奔
走
し
た
。
こ
の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
徳
富
猪
一
郎
編
『
公
爵
桂
太
郎
伝
』
乾
巻　

一
九
一
七

年　

八
二
五
│
八
四
六
頁
等
。

（
31
） 
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
十
一
月
九
日
。

『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
五
頁
。

（
32
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
十
一
月
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十
四
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
六
頁
。

（
33
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
』
下
巻　

一
九
四
〇
年　

四
〇

四
│
四
〇
八
頁
。

（
34
） 
大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、
明
治
三
十
一
年
（
消
印
）
十
一
月

十
八
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
六
頁
。

（
35
） 

「
伊
藤
侯
の
大
磯
着
」『
読
売
新
聞
』
一
八
九
八
年
十
一
月
二
十
七

日
。

（
36
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
十
一
月
二
十

五
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
七
頁
。

（
37
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
』
下
巻　

一
九
四
〇
年　

四
〇

九
頁
。

（
38
） 

大
隈
重
信
宛
鍋
島
直
彬
書
翰
、（
明
治
三
十
一
）
年
十
一
月
二
十

八
日
。『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
八
巻　

二
八
七
頁
。

（
39
） 

春
畝
公
追
頌
会
編
『
伊
藤
博
文
伝
』
下
巻　

一
九
四
〇
年　

四
〇

九
頁
。

（
40
） 

前
掲
「
換
舌
」　

福
岡
市
博
物
館
所
蔵
「
鹿
島
鍋
島
家
資
料
」
三

八
一
五
。


